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20122012 開催しました！
　10月20日（土）小出ボランティアセンターを会場に「2012ふれあい福祉
フェスティバル」を開催しました。
　福祉施設・団体等の紹介をはじめ、様々なコーナーを設け、楽しみながら福
祉について知っていただくことができました。
　『笑顔がひろがる“ありがとう”』をテーマに、たくさんの方々からありがと
うメッセージが集まりましたので、ほんの一部ですがご紹介します !!

ご協力くださいました関係施設・団体、ボランティアの皆様に感謝するとともに、
ご来場いただきました皆様にお礼申し上げます。

ありがとうコーナー

体験コーナー

施設・団体紹介 防災コーナー あそびの広場

ボランティアスクール活動報告 健康コーナー／試食コーナー

すいとんの炊き出し

販売コーナー

・子どもたちへ
　生まれてくれてありがとう
・天国のお母さん
　いつまでも見守っていてくださいね

・おとうさんへ
　かたぐるましてくれて　ありがとう
・おかあさんへ
　おいしいりょうりつくってくれてありがとう

・孫帰省　笑顔が広がる　夕ご飯
・女房くん　五十余年を　ありがとう
・ありがとう　今日も歩けた　我の足
・初孫よ　抱く手も腰も　痛くない

年長園児さんのありがとうメッセージ

来場者のメッセージが花束に！

老人クラブ会員さんのありがとう川柳年長園児さんのありがとうメッセージ

来場者のメッセージが花束に！

老人クラブ会員さんのありがとう川柳

オープニングセレモニー

スタンプラリー

「
つ
づ
美
」さ
ん
の

元
気
あ
ふ
れ
る

よ
さ
こ
い
！

難
問
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

ヒ
ン
ト
は
お
た
す
け
マ
ン
が

教
え
て
く
れ
た
よ

他にも…
★障がい者スポーツ体験
★ゲートボール交流体験
★施設販売スタッフ体験
★音声訳ボランティア体験
　　　　　がありました

高齢者擬似体験 手話体験

活動をＰＲ！ 災害パネルや防災食を展示 いっぱい遊べたかな♪いっぱい遊べたかな♪

中学生が夏休みに
ボランティア活動を体験！

施設・団体で製作した作品や
自慢の品を即売！
施設・団体で製作した作品や
自慢の品を即売！

高齢者擬似体験 手話体験

活動をＰＲ！ 災害パネルや防災食を展示

中学生が夏休みに
ボランティア活動を体験！

フリーマーケット

すいとんの売り上げ29,250円、
フリーマーケット出店費2,000円、
スタッフ昼食代19,900円の
合計51,150円は、東日本大震災
義援金として募金させていただ
きました。
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表
彰

県知事表彰
社会福祉事業功労者　社会福祉事業奉仕団体　小出地区給食ボランティアの会 様

全国社会福祉協議会会長表彰
民生委員・児童委員功労　　八木　貞子　様

新潟県社会福祉協議会会長特別表彰
民生委員・児童委員功労表彰　　　上田　眞藏　様

会費は法人運営費の貴重な財源です。
　魚沼市社会福祉協議会では「誰もが安心して暮らせるまちづくり」をめざして様々な地
域福祉活動に取り組んでいます。そして、会費は社協の運営に欠かせない大変貴重な財源
であるとともに、会費を納入することによって、市民の皆さまに社会福祉事業に参加して
いただくという意味があります。

会費の
使途

●会費の総額 (12/1日現在実績 )… 10,667,800円
●会費の使途 …………………………  主に法人の運営費として使われています。

合計10,667,800円

◆法人運営費に 10,026,800 円（事務費、役員報酬、各種保険料、事務機器賃借料等）

◆日常生活自立支援事業に 236,000 千円（事務費）　　　　　　　　　　　　　　　　

◆各種資金貸付事業に 405,000 千円（事務費）

一般会員 特別会員

会員数 金　額 会員数 金　額

堀之内 2,099 人 2,143,000 円 92人 261,000 円

小　出 2,718 人 2,720,800 円 183 人 650,000 円

湯之谷 1,398 人 1,415,000 円 32人 69,000 円

広　神 1,661 人 1,884,000 円 60人 166,000 円

守　門 840人 883,000 円 19人 44,000 円

入広瀬 372人 372,000 円 16人 60,000 円

合　計 9,088 人 9,417,800 円 402 人 1,250,000 円

ご協力ありがとうございました。

平成24年12月1日現在

《会費納入状況》

地区の民生児童委員としての活動を主体に、約 18年間という長きにわたり地域福祉の推進に尽力され
ている功績により表彰されました。

23年の長きにわたり、配食弁当作りのほか社協行事等へ尽力されている功績により表彰されました。

主任児童委員として 12年の長きにわたり活躍され、尽力されている功績により表彰されました。

おめでとうございます。次の方々が表彰されました。
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　11 月６日（火）、浅
草山荘において、堀之
内・小出・湯之谷地区
合同の介護者リフレッ
シュ事業が開催されま
した。
　あいにくの雨模様で
したが、車窓や会場か

ら見える紅葉の素晴らしさと、おいしいお食事に会話も
弾み、心身共にくつろいでいただけたようです。

　10月 2日（火）、小出
ボランティアセンター
でひとり暮らしのお年
寄り 44人をお迎えし、
ひがし保育園児との交

流会を実施しました。参加者から、「久しぶりに可愛い
子供達に触れ、元気をもらいました。」「折り紙やお手玉、
コマ回しなど、昔を思い出し懐かしかった。」と沢山の
声をいただきました。昼食はさつま芋ご飯とけんちん汁、
秋刀魚の梅しそ巻きなど、秋を堪能しました。食事づく
りを平成 11 年からお手伝いいただいている「さといも
の会」の皆さんには、感謝、感謝です。最後にリズムに
乗ってのしりとりゲームでは、どきどきだったそうです。
お仲間も増えます。たまには出かけてみませんか。

高齢者交流事業

　10 月 16 日（火
）、堀之

内社会福祉センタ
ーを会場

に、38 名の方から
参加い

ただきました。

　保健師さんから
は健康体操を、箏

の会の方々から琴
の

演奏をしていただ
いたほか、参加者

の皆さんも指導し
て

もらい、実際に琴
を演奏してみまし

た。

　昼食は、調理ボ
ランティアさん

から作っていただ
いたご馳走を、

バイキング形式で
二度三度おかわ

りをしながら食べ
ていただき、短

い時間でしたが、
ゆっくり楽しん

でいただけたと思
います。

堀之内地区 小出・湯之谷地区

　10 月 23 日（火）、広
神コミュニティセンター
を会場に第3回高齢者交
流会を行いました。
　今回はふたば東保育園
年長さんの歌やお遊戯を
見たり園児達と一緒に体
を動かし、その後地域包

括支援センターの方より介護予防のお話をしていただ
き、軽体操でいい汗をかきました。汗をかいた後はお弁
当を食べながら和やかなひとときを過ごしました。

広神地区

　入広瀬地区は９月
20 日（木）、守門地区
は 10月５日（金）に、
栃尾方面へのミニバス
ツアーを行いました。
栃尾のトッピーで買い
物をした後は、名水の里杜々の森での昼食会。普段あまり遠出をする機会の少ない参加者のみなさんは、ちょっとした旅行気分で、帰りのバスの中は、修学旅行のようににぎやかでした。

守門・入広瀬地区

　11 月 8 日（木）、入
広瀬の大白川にある浅草
山荘に行ってきました。
入った瞬間、ロビーの窓
から広がる素晴らしい紅
葉にいやされ、さらに温
泉と美味しい食事に心も
カラダもリフレッシュし

ていただけたと思います。参加された方の中には、この事業だ
けを楽しみにしているという方もいらっしゃいました。毎日介護
している皆さんの息抜きになったでしょうか？

堀之内・小出・湯之谷地区 広神・守門・入広瀬地区

リフレッシュ事業リフレッシュ事業
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「赤い羽根共同募金」募金状況
戸別募金

件　数
2,034,347円
金　額

法人募金

件　数

2,379,899円

1,692,820円

2,355,463円

1,504,738円

566,289円

金　額

その他

件　数
2,155件

453件

1,219件

2,065件

1,484件

2,964件

10,340件

堀之内

小　出

湯之谷

広　神

守　門

入広瀬

合　計

196件

24件

43件

132件

98件

238件

731件10,533,556円

836,500円

744,500円

413,000円

645,000円

148,500円

135,000円

2,922,500円

11件

3件

2件

6件

5件

29件

56件

597,912円

208,497円

75,706円

51,845円

25,624円

20,449円

980,033円

金　額

募金実績 14,436,089円

今年度も、市民の皆さまから「赤い羽根共同募金」に
ご協力をいただき、誠にありがとうございました。

「赤い羽根共同募金」・「歳末たすけあい募金」のお話し

「たすけあいの精神」が始まりでした!!

募金のあらましＱ＆Ａ募金のあらましＱ＆Ａ

Q
A

なぜ募金のとりまとめを自治会に依頼しているのですか？

　共同募金運動は市民が参加して行う「たすけあい運動」です。
　集められた募金を財源にして地域ごとに様々な福祉サービスが提供されていますが、それらの一つ
ひとつが大勢のボランティアさんに支えられています。募金のとりまとめについても活動の中の一部
分として、各自治会の嘱託員さんに「共同募金運動ボランティア」としてご協力をお願いしています。

Q
A

「赤い羽根共同募金」と「歳末たすけあい募金」を一回で実施しているのはなぜですか？

社協合併後、平成20年までは「赤い羽根共同募金」は10月、「歳末たすけあい募金」は12月にご
協力をお願いしていましたが、短期間に２回の募金の取りまとめを依頼される自治会役員さん等の負
担を軽減するため、平成21年から両方を合わせて１回にさせていただいています。

Q
A

共同募金は寄付だから金額も自由なのに、なぜ募金の目安額が書かれているのですか？

　共同募金は、地域福祉活動に必要な資金をあらかじめ目標額として設定して取り組む「計画募金」
です。
　「目安額」は、地域福祉活動等を推進している社協や他の福祉団体の事業計画に基づいて設定し
た市全体の目標額を前年の募金世帯数（実績）で除して算出しています。募金（寄付）ですから、
「する・しない・いくらするか」は自由なのですが、地域のたすけあいを必要としている方々が来
年も安心して生活が送れるように、何とか目標額に近い金額を募りたいという思いから募金額の目
安として記載しているものです。また、運動の趣旨に賛同していただける方から、「目安額の記載
がないと、いくらくらいすればいいのか分からない。」という意見が多かったことも募金額の目安
を記載している理由の一つです。
　「目安額」は寄付額の割り当てではありませんのでどうぞご理解をお願いいたします。

Q
A

募金封筒に氏名や金額を記載する欄があるのはなぜですか？

　自治会役員さんが募金の取りまとめをする際に、募金封筒の回収に便利なので設けてほしいとの意
見から、『町内会等で必要があればご利用ください。』と明記したうえで欄を作らせていただいたもの
です。どうぞご理解ください。

Q
A

集められた募金はどのような流れで何に使われているのですか？

募金の主な流れと使途は次のとおりです。

今回は、「共同募金」の集め方や使いみちなど、皆さんがふだん疑問に感じていることについてお答えします。

募金の流れ

共同募金運動
（市町村支会）
◆10月1日
　　～12月31日
　(3か月間)

県共同募金会 福 祉 団 体
（社協・施設等）

当年度 次年度 次年度

全額送金

◆市町村社協や社会福祉
　施設等に配分
◆災害等準備基金に積立

◆配分金を財源として福
　祉事業、活動等を実施

要望や人口・世
帯数等により調
整・配分

「赤い羽根共同募金」・「歳末たすけあい募金」のお話

配分金の主な使途　（平成24年度事業）

平成24年12月１日現在

事業区分 主な事業 事　業　内　容

高齢者福祉活動

（７事業873万円）

児童青少年福祉活動

（５事業132万円）

障がい児者福祉活動

（４事業76万円）

地域福祉活動

（９事業656万円）

○高齢者交流事業

○配食サービス事業

地域単位で在宅高齢者を対象に「仲間づくりの集い」を開催し、外
出の機会とふれあいを提供します。

一人暮らしの高齢者、高齢者のみの世帯等で見守りが必要な方を対
象にお弁当を配達し、安否の確認とふれあいを提供しています。

新入学児童に黄色（蛍光色）の体操着袋を贈り、健やかな成長を願
うとともに、登・下校時の交通安全と見守りを考えて実施しています。

各地域の児童遊園地に設置されている遊具の新設や更新にかかる費
用の助成を行っています。

季節を感じることができる行事を開催し、外出の機会の拡大や社会
参加の促進と交流・仲間づくりのための場を提供しています。

障害者関係団体（身体・知的・精神）の活動を支援しています。具体
的な活動方法や企画の相談・助言のほか、活動費の助成も行っています。

日常の軽易な心配ごと相談から弁護士や司法書士による専門的な法
律相談まで、幅広く受付けています。

市内の各種ボランティア団体の活動や事業を支援しています。

○新入生記念品贈呈事業

○児童遊園地整備費助成事業

○団体活動支援事業

○相談事業

○ボランティア団体活動助成事業

○障がい者交流事業
　《バス旅行・夏まつり・クリスマス会》

　赤い羽根共同募金は、1947年 (昭和22年 )に市民が主体の取り組みとして、第1回の運動が全国的
に展開されたのが始まりです。この時の募金の配分は、戦争で住まいを焼かれた人や親を亡くした孤児
たちの支援と戦災で激減してしまった民間の社会福祉施設の復旧などに重点が置かれました。そして
60年以上たった現在も、地域福祉の課題が大きく様変わりしている中で、支援を必要としている方々
に思いやりを届ける国民全体のたすけあい運動として受け継がれています。
　歳末たすけあい募金は、1906年 (明治39年 )に「日露戦役の出兵兵士に慰問袋を送り、戦勝後は戦
禍による貧困家庭を慰問しよう。」と提唱されたのが始まりで、その後は、
民生児童委員協議会が中心となり、歳末時期の生活相談、就職あっせん、
生活困難者への慰問・激励など幅広い活動が行われ、1959年 (昭和34年 )
に共同募金の一環となり、現在のように各都道府県や市町村の共同募金会(支
会・分会)が取り扱うこととなりました。 災害ボランティア活動支援

金として被災地の応援に活
用されます。
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「赤い羽根共同募金」募金状況
戸別募金

件　数
2,034,347円
金　額

法人募金

件　数

2,379,899円

1,692,820円

2,355,463円

1,504,738円

566,289円

金　額

その他

件　数
2,155件

453件

1,219件

2,065件

1,484件

2,964件

10,340件

堀之内

小　出

湯之谷

広　神

守　門

入広瀬

合　計

196件

24件

43件

132件

98件

238件

731件10,533,556円

836,500円

744,500円

413,000円

645,000円

148,500円

135,000円

2,922,500円

11件

3件

2件

6件

5件

29件

56件

597,912円

208,497円

75,706円

51,845円

25,624円

20,449円

980,033円

金　額

募金実績 14,436,089円

今年度も、市民の皆さまから「赤い羽根共同募金」に
ご協力をいただき、誠にありがとうございました。

「赤い羽根共同募金」・「歳末たすけあい募金」のお話し

「たすけあいの精神」が始まりでした!!

募金のあらましＱ＆Ａ募金のあらましＱ＆Ａ

Q
A

なぜ募金のとりまとめを自治会に依頼しているのですか？

　共同募金運動は市民が参加して行う「たすけあい運動」です。
　集められた募金を財源にして地域ごとに様々な福祉サービスが提供されていますが、それらの一つ
ひとつが大勢のボランティアさんに支えられています。募金のとりまとめについても活動の中の一部
分として、各自治会の嘱託員さんに「共同募金運動ボランティア」としてご協力をお願いしています。

Q
A

「赤い羽根共同募金」と「歳末たすけあい募金」を一回で実施しているのはなぜですか？

社協合併後、平成20年までは「赤い羽根共同募金」は10月、「歳末たすけあい募金」は12月にご
協力をお願いしていましたが、短期間に２回の募金の取りまとめを依頼される自治会役員さん等の負
担を軽減するため、平成21年から両方を合わせて１回にさせていただいています。

Q
A

共同募金は寄付だから金額も自由なのに、なぜ募金の目安額が書かれているのですか？

　共同募金は、地域福祉活動に必要な資金をあらかじめ目標額として設定して取り組む「計画募金」
です。
　「目安額」は、地域福祉活動等を推進している社協や他の福祉団体の事業計画に基づいて設定し
た市全体の目標額を前年の募金世帯数（実績）で除して算出しています。募金（寄付）ですから、
「する・しない・いくらするか」は自由なのですが、地域のたすけあいを必要としている方々が来
年も安心して生活が送れるように、何とか目標額に近い金額を募りたいという思いから募金額の目
安として記載しているものです。また、運動の趣旨に賛同していただける方から、「目安額の記載
がないと、いくらくらいすればいいのか分からない。」という意見が多かったことも募金額の目安
を記載している理由の一つです。
　「目安額」は寄付額の割り当てではありませんのでどうぞご理解をお願いいたします。

Q
A

募金封筒に氏名や金額を記載する欄があるのはなぜですか？

　自治会役員さんが募金の取りまとめをする際に、募金封筒の回収に便利なので設けてほしいとの意
見から、『町内会等で必要があればご利用ください。』と明記したうえで欄を作らせていただいたもの
です。どうぞご理解ください。

Q
A

集められた募金はどのような流れで何に使われているのですか？

募金の主な流れと使途は次のとおりです。

今回は、「共同募金」の集め方や使いみちなど、皆さんがふだん疑問に感じていることについてお答えします。

募金の流れ

共同募金運動
（市町村支会）
◆10月1日
　　～12月31日
　(3か月間)

県共同募金会 福 祉 団 体
（社協・施設等）

当年度 次年度 次年度

全額送金

◆市町村社協や社会福祉
　施設等に配分
◆災害等準備基金に積立

◆配分金を財源として福
　祉事業、活動等を実施

要望や人口・世
帯数等により調
整・配分

「赤い羽根共同募金」・「歳末たすけあい募金」のお話

配分金の主な使途　（平成24年度事業）

平成24年12月１日現在

事業区分 主な事業 事　業　内　容

高齢者福祉活動

（７事業873万円）

児童青少年福祉活動

（５事業132万円）

障がい児者福祉活動

（４事業76万円）

地域福祉活動

（９事業656万円）

○高齢者交流事業

○配食サービス事業

地域単位で在宅高齢者を対象に「仲間づくりの集い」を開催し、外
出の機会とふれあいを提供します。

一人暮らしの高齢者、高齢者のみの世帯等で見守りが必要な方を対
象にお弁当を配達し、安否の確認とふれあいを提供しています。

新入学児童に黄色（蛍光色）の体操着袋を贈り、健やかな成長を願
うとともに、登・下校時の交通安全と見守りを考えて実施しています。

各地域の児童遊園地に設置されている遊具の新設や更新にかかる費
用の助成を行っています。

季節を感じることができる行事を開催し、外出の機会の拡大や社会
参加の促進と交流・仲間づくりのための場を提供しています。

障害者関係団体（身体・知的・精神）の活動を支援しています。具体
的な活動方法や企画の相談・助言のほか、活動費の助成も行っています。

日常の軽易な心配ごと相談から弁護士や司法書士による専門的な法
律相談まで、幅広く受付けています。

市内の各種ボランティア団体の活動や事業を支援しています。

○新入生記念品贈呈事業

○児童遊園地整備費助成事業

○団体活動支援事業

○相談事業

○ボランティア団体活動助成事業

○障がい者交流事業
　《バス旅行・夏まつり・クリスマス会》

　赤い羽根共同募金は、1947年 (昭和22年 )に市民が主体の取り組みとして、第1回の運動が全国的
に展開されたのが始まりです。この時の募金の配分は、戦争で住まいを焼かれた人や親を亡くした孤児
たちの支援と戦災で激減してしまった民間の社会福祉施設の復旧などに重点が置かれました。そして
60年以上たった現在も、地域福祉の課題が大きく様変わりしている中で、支援を必要としている方々
に思いやりを届ける国民全体のたすけあい運動として受け継がれています。
　歳末たすけあい募金は、1906年 (明治39年 )に「日露戦役の出兵兵士に慰問袋を送り、戦勝後は戦
禍による貧困家庭を慰問しよう。」と提唱されたのが始まりで、その後は、
民生児童委員協議会が中心となり、歳末時期の生活相談、就職あっせん、
生活困難者への慰問・激励など幅広い活動が行われ、1959年 (昭和34年 )
に共同募金の一環となり、現在のように各都道府県や市町村の共同募金会(支
会・分会)が取り扱うこととなりました。 災害ボランティア活動支援

金として被災地の応援に活
用されます。
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社協だより　第27号
平成 24年 12月 25日 発行

魚沼市社会福祉協議会  総務企画委員会
〒 946-0011 魚沼市小出島 1240 番地 2
TEL 025-792-8191　FAX 025-792-8812

【編集・発行】

【各支所】

寄附金 寄附物品
（平成24年11月30日まで）

  歳末事業（おせち弁当）
12 月 27日㈭ 小出・湯之谷・広神地域
12月 28日㈮ 堀之内・守門・入広瀬地域

  人形劇鑑賞事業
1 月 10日㈭ ふたば西保育園
1月 21日㈪ 佐梨保育園
1月 25日㈮ 堀之内なかよし保育園

  子ども豆まき大会
2 月 2日㈯ 堀之内公民館

小出ボランティアセンター
広神コミュニティセンター
守門開発センター
入広瀬保健センター

堀之内支所 ☎ 794-4300
広　神支所 ☎ 799-3990 入広瀬支所 ☎ 796-2549

小　出・湯之谷支所 ☎ 792-8181
守　門支所 ☎ 797-4882

地区名 寄附者氏名 寄附物品内容

9月 堀之内 中 林　　 守
匿 名
匿 名

様 肌着
米
野菜

10月湯之谷

広 神

匿 名
富 永 一 雄
和 田　　 淳

様
様

装飾品
米
米

11月 堀之内

湯之谷
守 門

下 村 義 明
匿 名
佐 藤 盛 一
匿 名
匿 名

様

様

野菜
野菜
ポータブルトイレ
紙おむつ
車椅子

今後の行事予定

  魚沼市ボランティア大会
1 月 19日㈯ 魚沼市小出郷文化会館

  新入学児童記念品贈呈事業
２月中（市内小学校入学説明会時）

  高齢者交流事業
3 月 19日㈫ 守門・入広瀬地域

地区名 寄附者氏名 金　額

9月 広 神
守 門

中 家 中 学 子 供 会
田 村 幸 雄
匿 名
足立区・魚沼市交流登山参加者

様
様

様

5,000 円
300,000 円
4,535 円
1,052 円

10月堀之内

小 出

堀 之 内 箏 の 会
冨 所 正 子
上条中卒業生還暦同級会
小 川 秀 行
貝 瀬 与 市
穴　 沢　　　　 勤
小出中学第13回卒業生
　　　　　 柏 雪 会
成 田 博 美
雪 国 演 芸 友 の 会

様
様
様
様
様
様

様
様
様

10,000 円
100,000 円
100,000 円
7,000 円
13,045 円
200,000 円

50,000 円
1,747 円
50,000 円

11月 堀之内

小 出

広 神

市 内

小千谷

匿 名
た ん ぽ ぽ の 会  
     代表　桜井　清
匿 名
匿 名
貝 瀬 与 市
小 出 病 院 祭
松 井 千 恵
匿 名
長 松 中 学 生 一 同
小 出 曹 洞 宗  
      （今泉地区）青年会
県 民 福 祉 大 会
      参 加 者 一 同
労働金庫小千谷支店
      地 区 育 成 会

様

様
様
様

様

様

様

様

24,480 円

10,391 円
2,035 円
5,521 円
15,602 円
25,639 円
5,891 円
36,500 円
5,000 円

19,035 円

428 円

70,000 円

（平成24年11月30日まで）

里親を募集しています
新潟県里親会  魚沼支部

　里親制度をご存知でしょうか。
　里親は、親の病気や家庭の事情など、様々な理由から
家庭の温かい温もりに恵まれない子どもを自分の家庭に
迎え入れ、愛情を持って養育していただく方のことで、
子どもの幸せのために大切な役割を果たしています。
　里親会では、勉強会、施設の訪問等を行っています。
　里親制度について詳しくお知りになりたい方は遠慮な
く児童相談所または里親会魚沼支部に問い合せ下さい。

南魚沼児童相談所
〒 949-6623 南魚沼市六日町 620-2
TEL 025-770-2400　FAX 025-772-2190

新潟県里親会 魚沼支部　佐藤　茂
〒 946-0075 魚沼市吉田 191-2
TEL 025-792-2691　FAX 025-792-2911

問い合わせ先
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　３回シリーズで実施した「ボランティア応援講座」は、延べ２００名から参加いただき、
演習や実技をたっぷり取り入れた講義に、参加者は楽しみながらいろんなことを体得されていました。

『今日からあなたは、聴き上手！』

『私は“元気アップサポーター”！』

『 体操 で健康な体をつくろう！
　　　　　     役立つ 介護技術 を身につけよう！』
『 体操 で健康な体をつくろう！
　　　　　     役立つ 介護技術 を身につけよう！』

『今日からあなたは、聴き上手！』傾 聴第１回
10/30

“聴く”は相手の心を癒し、安心感をうむ！

◆

◆

◆

自分が今していることに反省しました。優しい気持
ちで、心にゆとりをもって人と接したいです。
聴くことの難しさと、聴いてもらった時に体温の上
昇を感じ、驚いています。
聴いてもらうことって、うれしいですね。聴くこと
の大切さがわかりました。

『私は“元気アップサポーター”！』レ ク第２回
11/13

◆

◆

◆

グループで何か一つのことをするというのは難しい
ですが、終わった後はみんなが笑顔になってよかっ
たです。
とてもあったかい雰囲気で笑ったり歌ったりできて
楽しかったです。
障がい者や高齢者にやさしいレクリエーションを指
導いただき、参考になりました。実践します。

参
加
者
か
ら

参
加
者
か
ら

健 康第３回
11/27

“人の役に立つ”には、ご自身の体を大切に
◆

◆

◆

“無理しないで楽しく”ということがいつも頭の隅に
あるといいな。まずは自分のことからやってみます。
今、自宅で介護しているので、何でも知りたいし、
全ての話が役立ちました。
体験してみなければわからないことばかりで、とて
もよい研修になりました。

参
加
者
か
ら

ィア応ランティボランティア応援講座ボランティア応援講座 開催しました

あなたの笑顔、もっともっと！

生活とは“ 生 命 活 動 ”のこと！
レクは「人と人」「人と楽しみ」をつなぐ！
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発 行

編集

魚沼市ボランティアセンター（社会福祉法人　魚沼市社会福祉協議会　地域福祉課内）

ボランティアセンター事務局
〒 946-0011 魚沼市小出島 1240 番地 2　TEL.025-792-8181　FAX.025-792-8812

前回の社協だより（第 26号）で報告させていただきました
24時間テレビ３５「愛は地球を救う」の募金総額は、
その後、新たに募金いただきましたので、追加して報告いたします。

前回　262,937 円　 　 　 　 →

 正　 332,937 円

平成25年
13:30～16:00（開場13:00）

魚沼市小出郷文化会館 小ホール

1月19日（土）とき

ところ

佐藤英里さんによる
ミニコンサート
佐藤英里さんによる
ミニコンサート
母・佐藤絵美さんの講演

「天使の歌声」
　　届けます！

★式典・表彰

ボランティアに
関心のある方

★記念講演

定員400名

入場
無料

申込締切
1月11日（金）

第６回

ひら り

あなたのお力を、どうかお貸しください

除雪ボランティア募集！
　魚沼市社会福祉協議会では、豪雪時に「雪害ボランティアセ
ンター」を設置します。
　高齢者世帯や障がい者世帯など、自力での除雪が困難な世帯
が対象となります。
　除雪はご自分のお宅だけでも大変かと思いますが、『豪雪時
こそ、たすけあい』を合言葉に、支援活動をしていただけるボ
ランティアさんを募集しています。ご協力をお願いいたします。
（天候によりボランティアの依頼がなく、活動がない場合があ
ります。ご了承ください）

【活　動　内　容】
除雪が困難な世帯への支援活動
・出入り口、避難口などの除雪
・屋根から落ちた雪の撤去
・ストーブの排気口など危険個所の除雪
 ※原則として屋根の雪下ろしは行いません。

【申込み・問合せ】
地域福祉課　電話　７９２－８１８１

追  加
報  告


